
藤西町 道祖神付近 

「本能のまち 再発見」町あるきツアー実施される 

 ３月１８日午後、本能まちづくり委員会の主催で「本能のまち 再発見 町あ

るきツアー」が実施されました。 

当日は、約６０名の参加がありました。一行

は、元本能小学校で説明の後、本能まちづく

り委員会の腕章をつけ、二班に分かれて、山

田町の「八坂神社末社」、京都市指定有形文

化財「野口家住宅」、藤西町の「道祖神」、亀

屋町の「稲荷神社」「空也堂」、越後突抜町の

「大井家住宅」、写し友禅発祥の地「越後神

社」、池須町和田邸内の「肉桂水の井戸」、元

本能小学校資料室の「青い目の人形」等身近

にありながらあまり知らなかったところを、一斑は坪内氏、二班は安西自治連会

長の説明をうけながら、各自カメラを手に、気に入った風景を写真に撮りながら

見学をしました。 

 ツアー終了後、各自が作成した「ふりかえりシート」をもとに「町あるきで感

じたこと」「再発見したこと」などを話し合い、午後４時３０分に「本能のまち 再

発見 町あるきツアー」を終了しました。 

 広報部から、（財）京都市景観・まちづくりセンターからの依頼によってモニタ

ーリング中の「パソコンによる地図づくり」（住民参加型まちづくりデータベース

事業）の説明がなされました。 

参加して感じたこと 
私が、気づいたのは                          ふりかえりシートから 

私が、おどろいたのは 

私が、うれしかったのは 

私が、がっかりしたことは 

私が、学んだことは 

私にとって､必要だと思ったのは 

考えたこと・思ったこと 本日の発見を家族に聞かせてあげたい。 
車が多くて、のんびりと歩けなかったのが残念でした。 
新しい住民の方へも声賭けをしていかなくてはならないのでは。 
次回も楽しみにしています。スタッフの皆さんありがとうございました。 

本能まちづくりニュース 
第３号 平成１２年４月２５日発行 

本能まちづくり委員会 
   委員長 西嶋直和 

本能まちづくり委員会の次回開催日 
   平成１２年５月１日（月）午後７時より 
    ばしょ：本能自治福祉会館２階 小川通蛸薬師下ル 
前回（４月３日）の資料をご持参ください 

当日飛び入り 
大歓迎！ 

○長い間、本能学区に住んでいるが、知らないところがたくさんあった。 
○京都は本当に歴史のある町だ。 
○建物が新旧混在である。 
○まちの中には緑が少ない。 

○本能のまちに、八坂神社の末社、道祖神、肉桂水などがあった。 
○普通の民家のなかに､様々な由緒あるものがあったこと。 
○町内で、昔からの伝統や行事が受け継がれていること。 
○マンションを裏側からみると、威圧感を感じること。 

○普段見られないところを、見せていただいたこと。 
○学区の方とお話ができたこと。一緒に歩くことができたこと。 
○まち歩きに大勢の人が参加したこと。 

○古い建物などが壊されていくこと。 
○町並みとして魅力にかけること。 
○自然が少ないこと。 
○高齢の方の参加者は多かったが、若い人の参加が少なかったこと。 

○知らないことがわかった。 
○本能（京都）の文化を子供たちに伝えていくこと。 
○町内で長い間守ってきたことがあること。 
○表通りと裏とでは雰囲気が違うこと 
○多くの人の関心が､まちづくりの原点か？ 

○住みよいまちにしていこうという視点。 
○世代を超えたまちづくりをしていくために、世代共通となるものを見出すこと。 
○知識を前準備しておくこと。 
○各家庭のプライベートと、地域活動として公に広げていくこととの兼ね合い。 
○古きよき時代の風景と気質を残していくのが我々の使命ではないか。 
○古い物を維持する苦労（管理）を、誰が負担するのかを論議する必要がある。 



 

本能学区 
 延暦 13年京都に都が遷されてから開けた所で、左京永昌坊の第 2坊に属し、主として貴紳の邸宅に当て

られていた。今日まで史実に照らし数々の史跡を多く蔵している。東は西洞院通をもって元明倫学区に、西

は堀川通をもって元乾学区に、南は四条通をもって元格致学区に、北は三条通をもって元城巽学区と境して

いる。東西 420m、南北 651mの矩形をなし、22町からなっている 

 

本能寺跡 
 天文 5年（1536）伏見宮貞敦親王王子日承によって、西洞院と堀川の間、四条坊門の北に再興された。当

時は 34余の塔頭境内子院に囲まれていた。天正 10年 6月 2日、織田信長を攻めた明智光秀の兵火にあい一

山の堂塔を失った。後に信孝が、父信長の廟を建てるために、本能寺は、再度この地に復興をみることとな

ったが、豊臣秀吉の区画整理により、東京極（今の寺町）の三条坊門（今の御池南の地）に移された。 

 

越後神社  越後町 
 民家がぎっしり建ちづまった越後町には、ぽっかりと穴をあけたような空き地があって、「竜神さん」と
「稲荷さん」のしょうしゃな社が仲よく並んでいる。この「竜神さん」は今は埋め立てられて無くなった池

の築山の真ん中にあり、その位置だけは少しも変わっていないといわれています。 

 今から約 120年前、広瀬治助という手描き友禅の名人が仕上げの水を竜神さんの池に求め、写し友禅を考

案したといわれています。 

 

空也堂  蛸薬師通油小路西入 
 正しくは紫雲山極楽院光勝寺と号し、天台宗の寺で俗に空也堂という。創建は、天慶元年(938)、空也上

人によってなされたといわれる。上人は市中に疫病が流行したとき、薬湯の茶を病人にあたえて救ったと伝

えられる。上人の弟子定盛はその遺風を伝えて茶筅を作り世に広めた。これが「王服茶筅」の起こりである。 

「空也の踊念仏」といわれる空也忌は毎年 11月 13日にここで行われる。 

 

稲荷神社  蛸薬師通油小路西入 
 現堀川高校は戦国大名藤堂高虎の下屋敷があったところで、その鬼門に祭られていた稲荷神社と町内の二

社と合わせて三神（藤堂家の民部稲荷、亀屋町内の龍田稲荷、四坊堀川町の御福稲荷）として祭られている。 

 

長尾旧邸宅 三条通西洞院西入 
 長尾郁三郎は、幕末の勤王方の御用商人で、勤王の志士たちに莫大な資金援助をなし、幕府よりとがめを

受けて、元治元年(1864)に殉死する。 

 

肉桂水の井戸 西洞院通蛸薬師上 和田宅内 
 この地は、古くは、後鳥羽上皇御所のあったところで、のちに三井両替商の本拠地となった。当家は戦後

同家よりその一部を譲り受けて現在にいたる。この井戸の水は、ニッキ（シナモン）の味がしたといわれ、

名井「肉桂水」とよばれ織田信長も好んで茶を喫したと伝えられている。なお、この付近に戦前まで大きな

自然池があり、信長首洗いの池とも伝えられ、また「池須町」の町名の由来ともなっている。 
 

この学区には、古来数々の名水があり、茶湯に供されてきた。今は現存しないが、記録に残っているものを

拾ってみると•••。柳の水（柳水町東側）、富樫の水（四条坊門堀川西頬）、小井（橋東詰町南側）、醒ケ井（三

文字町古田織部正宅内）などがあります。 

編集後記 
 本能のまち再発見マップをつくってみました。写真が不鮮明だったことが残念ですが、おおよ

その事がわかると思います。日頃、何気なく生活している町でふと見つけたもの、気になったと

ころ、好きなところ、何でもいいのです。自分なりのマイマップをつくってみませんか。 
自分の町に目をむけることがまちづくりの一歩になると思います。 
 信長首洗いの池は、本能学区ではありませんので場所は記載されていません。どこにあるのか

探してみませんか。 M.O 


